
別紙 
 

 

１ 活動名 新庁舎建て替え（尾道市） 

 

２ 調査の目的 

(1) 本市における課題 

 築６０年を迎える松本市役所の建て替えが進められていて、候補地選定に取り組

んでいる。 

 (2) 調査の必要性 

 候補地の選定方法や進め方、費用、市民説明の点で、他市の事例を参考として検

討する必要がある。 

  (3) 調査項目 

 庁舎整備事業について 

 

３ 調査地選定理由 

(1) 広島県尾道市 

 尾道市役所は、松本と同じくおよそ築６０年で老朽化しており、平成 31年 10月の

利用開始を目指している。 

 尾道市では市庁舎建て替えに合併特例債を使うこととしており、そのために候補地

選定を急いでいた。 

 

４ 調査結果 

(1)  実施日  ２０１７年６月２８日 

  (2)  出席者  ７名 青木豊子、芝山稔、上條温、青木崇、今井ゆうすけ、 

           川久保文良、草間錦也 

  (3)  尾道市（２０１７年６月２８日） 

尾道市は広島県にあり、人口規模 13万 8千人。松本市の半分強で、市制施行 120

周年を来年迎えます。松本市は今年が 110周年でした。 

 尾道市役所はおよそ築６０年で老朽化しており、その建て替えを進め、平成 31年

10月に利用開始を目指しています。 

 尾道市では市庁舎建て替えに合併特例債を使うこととしており、そのために急い

で建設地を決め、建設を進めていく必要がありました。 

① 建て替え候補地は現在地隣の市民会館とし、尾道市長が説明会を約 50 箇所、約

4,000人の市民に対して行った 

 

建て替え候補地を決めるにあたり、次の 3案を次のように比較しました。 

 

A：現庁舎位置に建て替える 

工事中の仮設庁舎の建設・解体費用がかかる上、建設用地が確保できない可能性

があり、先行きは不透明であることから不適当 

 

B：市庁舎横の市民会館に建設 

工事中の仮設庁舎が不要で、費用が最も安く済む。一方で、市民会館に愛着のあ

る市民から反対があった。現庁舎は駐車場にする。 



 

C：別敷地に建て替え 

市民からは複数候補地の意見が出ていたが、一定規模の市有地が確保できていな

い。これを獲得するのに、概算で 10億円は必要となる。現庁舎跡地を観光業者に

売ることも意見としてあったが、まちのお祭りなどの中核拠点であり、民間がそ

こを運用することは公益性へのリスクが有る。用地取得が確実でないため、期限

付きの合併特例債を使う上で、工期が見通せないのはリスクとなる。 

 

以上から、B の市民会館を壊して建て替えるという案が合併特例債を使い、財政

負担を少しでも抑えるために適当と判断をしたとのこと。これについて、15名の

市民検討委員会（松本市は 5名）で検証を進め、案を固めたところでパブリック

コメントを実施。これについてもちろん反対意見もあったため、市長が市内約 50

箇所に出向き、計約 4,000 人の市民に対して説明会を実施し、理解を求めていっ

たといいます。これらが、合併特例債の期限が迫る中で行われたといいます。 

 

松本市は建設候補地を決めることについては「市民の意見が二分することを防ぐ

ため、行政の責任で」現地建て替えとして検証を進めています。 

 

② 一方、尾道市民は賛成派・反対派で二分された 

 

 尾道市では、建設候補地を決めることが市長選挙の争点となりました。１年前

の松本市長選では、そもそも争点となっていなかったはずです。 

新庁舎横への建て替え派、建て替え自体に反対派、別敷地への建て替え派の３候

補による選挙となり、新庁舎横での建て替えを主張した候補が当選。 

しかし、反対派、別敷地派の合計得票数が現地建替派を上回っていたことから、

市民からは「建設候補地を決める住民投票の実施」を求める直接請求がなされま

した。 

これを市議会が否決し、現地横の市民会館への建替として進められてきたのです

が、今でも、議員同士・市民同士の間には若干しこりが残っているようでした。 

松本市役所が現地に来ることとなった６０年前も同じように市民・議会が２つに

分かれ、今の場所に最終的に当時の市長が決めたものの、それに賛成した議員を

リコールする動きまで出たとされています。 

 

③ 少しでも建設費用を抑える挑戦が各地で行われている 

 尾道市では、庁舎整備には約８６億円の総費用がかかりましたが、合併特例債

の期限に間に合わせることができたため、そのうち約７６億円という９割弱が合

併特例債で充当され、一般財源は約２．７億円、基金積立が６億円で済んでいま

す。 

 また、ICT化が進む中、多くの市民にとってあまり行くことのない市役所の整

備に、どこまでお金をかけていいのかということも考えなければならず、全国的

にも、若い市長が徹底的に建設費用を抑えようとするアイディアを様々出してい

ます。 

 この他、尾道市では、新庁舎に自然エネルギーの活用を取り入れませんでした。

なるべく空調を使わなくても良い設計にはしているそうです。活用しなかった理

由は、 



 

・太陽光パネルや地中熱利用等の費用対効果が少なく、少しでも建設費用を抑え

るため 

・建て替え地が市の中核拠点であるため、市民・観光客が集える場として、屋上

を開放したかったから 

 

と検証を進める中で判断したからとのこと。 

  

 (4) 成果・所感等 

 市民が二分する事態は起こらないほうがいいですが、一方で、「市民が建て替え

を進めているということを知らない」「市民の声が届かない」という状況は避けな

ければいけません。行政として、しっかりと広報・広聴する必要があります。 

 また、ソフト面については、松本市でも「市民による新庁舎あり方ワークショ

ップ」の実施を行うとされているので、建設地が確定して以降、市民が参画でき

る機会が確保されています。 

 今回は庁舎建て替え候補地を決める上で、市民に起こる様々な影響を、多角的

に知ることが出来、大変有意義な視察となりました。 

 

５ 政務活動費 

1)  使途項目            調査旅費 

  (2)  支出額    467,340 円(日当 9,000 円、宿泊費 29,600 円、交通費

39,290 円 )×６人 

―以 上― 

 

※今井議員は政務活動費不使用 


